
別紙様式１ 

 

病院・有床診療所に係る方針変更報告書（具体的対応方針） 

 

 

１ 基本情報等（変更事項は該当項目に☑） 

法 人 名 松戸市 

医 療 機 関 名 松戸市立福祉医療センター東松戸病院 

所 在 地 松戸市高塚新田123番地の13 

変 更 事 項 ☑ 今後担う役割  ☑ 病床機能 

 

２ ２０２５年において担う役割（昨年の報告から変更がある場合のみ該当項目に○） 

 が
ん 

脳
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血
管
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患 

糖
尿
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精
神
疾
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災
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そ
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変更前          〇 〇 

変更後            

その他の内訳 

及び補足等 

２０２４年３月末に閉院するため 

 

 

３ 病床機能及び入院料（昨年の報告から機能別病床数の内訳に変更がある場合のみ記載） 
 

変更前 変更後 
 

届出予定の入院料 

４機能 合計 床 0床  

 高度急性期 床 床  

急性期 床 床  

回復期 142床 0床  

慢性期 20床 0床  

 

 

人間ドック等 床 床  

休棟等 19床 0床  

廃止予定 0床 181床  

介護施設等への移行予定 床 床  

 

４ 病床機能を変更する理由等（機能別病床数を変更する場合のみ） 

２０２４年３月末に閉院するため 

 

 

 



別紙様式２ 

 

病院・有床診療所に係る整備計画書（具体的対応方針） 

 

１ 基本情報 

法 人 名 松戸市 

医 療 機 関 名 松戸市立総合医療センター 

所 在 地 松戸市千駄堀993番地の1 

※ 移転の場合、所在地欄には現在地と移転先を二段書きにしてください。 

２ 整備内容等（該当項目に☑） 

整 備 内 容 □ 新築(建替含む)  ☑ 増築  □ 改築  □ 転換(内部改修等) 

財 政 支 援 □ 特別交付税措置  □ 特別償却制度  □ 県補助金 

※ 財政支援については、提出時点で申請予定の内容を記載してください。 

３ 今後担う役割（該当項目に○） 

 が
ん 

脳
卒
中 

心
血
管
疾
患 

糖
尿
病 

精
神
疾
患 

救
急 

災
害 

周
産
期 

小
児 

在
宅 

そ
の
他 

整備前 ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○   

整備後 ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○   

その他の内訳 

及び補足等 

東松戸病院より、緩和ケア病棟の機能を移管いたします。 

 

 

４ 整備後の診療科 

 

５ 病床機能及び入院料 
 

整備前 整備後  

届出予定の入院料 

４機能 合計 床 床  

 高度急性期 72床 70床  

急性期 520床 502床  

回復期 床 床  

慢性期 床 20床 緩和ケア病棟入院料 

 人間ドック等 床 床  

休棟等 床 床  

 

診
療
科
名 

整備前  

 

整備後 変更なし 

 



 

 

６ 病床機能を変更する理由等（現在と整備後の機能別病床数を変更する場合のみ） 

新棟を建設し、緩和ケア病棟（20床を予定）を新設いたします。病院全体の病床数

については、既存の病棟で20床を削減することにより、現在と同じ許可病床600床

（一般病床592床・感染病床8床）を維持する方針でおります。 

 

 

 

７ 地域の医療機関との連携やネットワーク化に対する考え 

東松戸病院が閉院するにあたり、松戸市内で唯一である緩和ケア病棟の機能につい

て、松戸市立総合医療センターへ移管いたします。 

 

 

 

 

８ 整備スケジュール 

供用開始予定 令和７年４月予定 

そ の 他 補 足 東松戸病院の閉院は令和６年３月となりますので、約１年間の空白

期間が生じることとなります。この期間に緩和ケア病棟への入院を

希望される患者さんにつきましては、当院でも一般病棟の個室等を

利用して受け入れを検討して参りますが、医療圏内の他の緩和ケア

病棟へ受け入れをお願いすることになります。 
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R4.9.30 松戸市 病院事業 

 

松戸市病院事業再編計画に基づく医療機能の移管及び病床計画について 

 

1.松戸市病院事業の概要 

(1)松戸市立総合医療センター 

 平成 29年 12月開院 許可病床 600床 

(2)松戸市立福祉医療センター 東松戸病院 

 平成 5年 10月開院 許可病床 181床 

(3)松戸市立福祉医療センター 介護老人保健施設 梨香苑 

 平成 5年 10月開設 定員 50人 

 

2.移管する医療機能について 

(1)緩和ケア病床 20 床の移管 

 東松戸病院が市内で唯一担ってきた、緩和ケア病床 20 床を総合医療センターに移管しま

す。 

(2)人間ドックの移管 

 総合医療センターに「（仮称）予防医療センター」を新設し、東松戸病院で実施していた人

間ドックを中心とした予防医療に取り組みます。 

 

3.移管に向けた具体的手段 

(1)別棟建設による緩和ケア病棟の開設 

 総合医療センターの既存棟では、緩和ケア病棟開設が困難であるため、総合医療センター

敷地内に別棟を建設し、緩和ケア病棟の開設を行います。 

 併せて、別棟に外来手術室や外来診察室の増設を行い、手術件数の増加や人間ドックの移

管に対応する施設機能を強化することにより、地域において必要な医療提供体制の確保及び

経営の効率化を図っていきます。 

(2)総合医療センターの病床計画 

 緩和ケア病棟を開設するにあたり、許可病床の 600 床は維持することとし、既存の病棟か

ら一部の病床を転用し、緩和ケア病床 20床を確保します。 

 

4.閉院に向けた東松戸病院の病床計画 

 東松戸病院及び梨香苑を令和 6 年 3 月末に閉院するにあたり、計画的な人事異動や稼働率

に基づいた経営改善策の一つとして、最適な病床数で運用します。 

東松戸病院の病床計画 

令和 3年度   令和 4年度       令和 5年度 

 

 

 

 

 

 

 

病棟名 病床数 

緩和ケア病棟 20床 

一般病棟(3階) 48床 

回復期リハビリ病棟 34床 

一般病棟（4階） 0床 

地域包括ケア病棟 60床 

合計 162床 

 

病棟名 病床数 

緩和ケア病棟 20床 

一般病棟(3階) 0床 

回復期リハビリ病棟 34床 

一般病棟（4階） 26床 

地域包括ケア病棟 34床 

合計 114床 

 

病棟名 病床数 

緩和ケア病棟 20床 

一般病棟(3階) 0床 

回復期リハビリ病棟 
60床 

一般病棟（4階） 

地域包括ケア病棟 0床 

合計 80床 

 



別紙様式２ 

病院・有床診療所に係る整備計画書（具体的対応方針） 

 

１ 基本情報 

法 人 名 国立研究開発法人 

医 療 機 関 名 国立がん研究センター東病院 

所 在 地 柏市柏の葉 6-5-1 

※ 移転の場合、所在地欄には現在地と移転先を二段書きにしてください。 

２ 整備内容等（該当項目に☑） 

整 備 内 容 □ 新築(建替含む)  ☑ 増築  □ 改築  □ 転換(内部改修等) 

財 政 支 援 □ 特別交付税措置  □ 特別償却制度  □ 県補助金 

※ 財政支援については、提出時点で申請予定の内容を記載してください。 

３ 今後担う役割（該当項目に○） 
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整備前 〇           

整備後 〇           

その他の内訳 

及び補足等 

 

 

 

４ 整備後の診療科 

 

５ 病床機能及び入院料 
 

整備前 整備後 
 

届出予定の入院料 

４機能 合計 床 床  

 高度急性期 425床 427床 400床：特定機能病院入院基本料（一般） 

27床：緩和ケア病棟入院料 

（※増床２床は、ＲＩ内用療法が目的外

使用の為「特別入院基本料」を算定） 

診
療
科
名 

整備前 内科, 精神科, 小児科, 外科, 整形外科, 形成外科, 脳神経外

科, 呼吸器外科, 皮膚科, 泌尿器科, 婦人科, 眼科, 耳鼻いん

こう科, リハビリテーション科, 放射線科, 歯科, 麻酔科, 病

理診断科, 呼吸器内科, 消化器内科, 消化器外科 

整備後 内科, 精神科, 小児科, 外科, 整形外科, 形成外科, 脳神経外

科, 呼吸器外科, 皮膚科, 泌尿器科, 婦人科, 眼科, 耳鼻いん

こう科, リハビリテーション科, 放射線科, 歯科, 麻酔科, 病

理診断科, 呼吸器内科, 消化器内科, 消化器外科 



急性期 床 床  

回復期 床 床  

慢性期 床 床  

 人間ドック等 床 床  

休棟等 床 床  

 

６ 病床機能を変更する理由等（現在と整備後の機能別病床数を変更する場合のみ） 

昨今、新しいがん治療薬として疾患およびがん細胞膜変化に特異性が高く、かつ

有効性の高い抗体に RI製剤を結合させた放射性医薬品の開発が急速に進んでいる。

しかし、日本では放射性医薬品での治療を行うための施設・ベッド数は非常に少な

く、国際的に日本の核医学治療開発は立ち遅れており、特に国際的な放射性医薬品

開発治験を実施できる施設が国内にほとんどない状況を改善することが急務であ

る。 

昨年 8月に神経内分泌腫瘍を対象とした治療用放射性医薬品「ルタテラ®静注」が

保険適応となったが、世界的には前述にあるように従来の分化型甲状腺癌に加えて

前立腺癌などを対象とした RI 内用療法の臨床試験が実施されるなど適応が急速に

拡大しつつある。当院は国立研究開発法人として医薬品・医療機器開発治験の実施

は国の政策として重要なミッションであり、既承認の放射性医薬品を実施するのみ

ならず、開発治験を主導的に実施しなければならない立場にある。国内には国際的

なレベルで治験を実施できる体制が整備されている施設は他になく、当院において

急増する放射性医薬品の治験に対応できる RI 専用病床を拡張することは、国民に

速やかに有効ながん治療薬を届ける上で喫緊の事項であるため、今回の病床機能変

更を申請に至っている。 

 

７ 地域の医療機関との連携やネットワーク化に対する考え 

 予定している RI 専用病室で実施する放射性医薬品の実診療および国際治験での

投与に関しては、当地域（東葛地区）で実施できる施設は他にない。特に治験での

実施は、極めて限られた施設のみでしか実施できないものであり、東葛地区のみな

らず、全国的に適応となる患者さんのリクルートを行った上での受け入れとなる予

定である。当院では、がん医薬品開発治験は全国でも屈指の実績があり、すでに全

国的なネットワークも構築されているため、地域医療に与える影響はほとんどない

ものと考えている 

 

 

８ 整備スケジュール 

供用開始予定 ２０２３年 ４月予定 

そ の 他 補 足  
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別紙様式１ 

病院・有床診療所に係る方針変更報告書（具体的対応方針） 

 

１ 基本情報等（変更事項は該当項目に☑） 

法 人 名 医療法人社団協友会 

医 療 機 関 名 柏厚生総合病院 

所 在 地 千葉県柏市篠籠田 617 

変 更 事 項 □ 今後担う役割  ☑ 病床機能 

 

２ ２０２５年において担う役割（昨年の報告から変更がある場合のみ該当項目に○） 
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変更後            

その他の内訳 

及び補足等 

 

 

３ 病床機能及び入院料（昨年の報告から機能別病床数の内訳に変更がある場合のみ記載） 
 

変更前 変更後 
 

届出予定の入院料 

４機能 合計 420床 420床  

 高度急性期 191床 286床 急性期一般入院料 1 

急性期 95床 床  

回復期 134床 134床  

慢性期 床 床  

 

 

人間ドック等 床 床  

休棟等 床 床  

廃止予定 床 床  

介護施設等への移行予定 床 床  

 

４ 病床機能を変更する理由等（機能別病床数を変更する場合のみ） 

当院では、主たる治療として、脳外科、心臓外科、循環器内科医師の入職に伴い救急搬

送された患者様への急性期治療を担っています。その結果、超急性期治療を行う患者様が

想定外に増加し、年間の全身麻酔での手術件数が 2,000 件を超え、救急搬送患者について

は年間 6,000件を超えるものとなっています。緊急入院や緊急手術件数も軒並み増加し、

急性期病棟の診療密度が 4,000点を超える事となったため、当院では、高度急性期病棟と

しての稼働が妥当であると評価いたしました。 

今後の病床の運営につきましては、配分済みの病床整備分を含め、地域の必要とされる

医療を提供すべく邁進してまいります。 

 



別紙様式２ 

病院・有床診療所に係る整備計画書（具体的対応方針） 

１ 基本情報 

法 人 名 医療法人社団太公会 

医 療 機 関 名 我孫子東邦病院 

所 在 地 千葉県我孫子市我孫子１８５１－１ 

※ 移転の場合、所在地欄には現在地と移転先を二段書きにしてください。 

２ 整備内容等（該当項目に☑） 

整 備 内 容 ☑ 新築(建替含む)  □ 増築  □ 改築  □ 転換(内部改修等) 

財 政 支 援 □ 特別交付税措置  □ 特別償却制度  ☑県補助金 

※ 財政支援については、提出時点で申請予定の内容を記載してください。 

３ 今後担う役割（該当項目に○） 
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４ 整備後の診療科 

 

５ 病床機能及び入院料 
 

整備前 整備後  

届出予定の入院料 

４機能 合計 153床 100床  

 高度急性期 床 床  

急性期 153床 100床 地域一般入院料２(１３対１) 

回復期 床 床  

慢性期 床 床  

 人間ドック等 床 床  

休棟等 床 床  

診
療
科
名 

整備前 内科、消化器内科、循環器内科、腎臓内科、外科、消化器外科、 

整形外科、脳神経外科、泌尿器科、麻酔科、婦人科、 

リハビリテーション科、呼吸器内科 

整備後 内科、消化器内科、循環器内科、腎臓内科、外科、消化器外科、 

整形外科、脳神経外科、泌尿器科、麻酔科、婦人科、 

リハビリテーション科、呼吸器内科 



 

６ 病床機能を変更する理由等（現在と整備後の機能別病床数を変更する場合のみ） 

・既存病院の老朽化(一部昭和５４年築)のため、耐震化を考慮した移転計画。 

・現在許可病床１４０床の内、休床４２床、稼動病床９８床の２病棟(１３対１)の 

看護体制であり、移転後は２病棟１００床での稼働を計画しているため。 

 

 

 

７ 地域の医療機関との連携やネットワーク化に対する考え 

・市の高齢者支援課主催の交流会(zoom含む)等に積極的に参加し、情報共有を図る。 

・現在は紙カルテで運用しているが、移転後は電子カルテになるため、他医療機関

とのスムーズな情報交換、共有を図る。 

・地域密着型病院の形成。 

 

 

８ 整備スケジュール 

供用開始予定      年    月予定 

そ の 他 補 足 着工予定 ２０２４年３月 

竣工予定 ２０２５年６月 

延べ面積 ７８７１㎡（２３８０坪） 

移転先については正確な住所が未確定なので、別添で地図を参照。 

 



【参考資料 移転先】 



２０２５年に担う役割と機能別病床
【東葛北部保健医療圏】

高度
急性期

急性期 回復期 慢性期 計

1 松戸市立福祉医療ｾﾝﾀｰ東松戸病院 ○ ○

回復期・慢性期・地域包括ケ
ア・緩和ケア

142 20 162 19

※2022年変更。廃止
【変更前】
 回復期142、慢性期20、休棟等19

2024年3月末に閉院するため。

2 松戸市立総合医療ｾﾝﾀｰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 70 502 20 592

※2022年変更
【変更前】
　高度急性期72、急性期520

東松戸病院が閉院するに当たり、
松戸市内唯一である緩和ケア病棟
の機能について移管する。
新棟を建設し、緩和ケア病棟(20
床)を新設。病院全体の病床数は既
存の病棟で20床を削減することに
より、現在と同じ許可病床600床
（一般病床592床、感染病床8床）
を維持する方針である。

3 医療法人社団清志会大倉記念病院 ○ ○ ○ ○ ○ 150 150

4 医療法人社団清志会山本病院 ○ ○ ○ ○ ○ 60 60

5
医療法人社団弥生会旭神経内科ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰ
ｼｮﾝ病院

○ ○
「脳卒中」については回復期
リハビリについての役割を担
う

98 98

6 医療法人財団明理会新松戸中央総合病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
血液浄化、感染症、心疾患

135 198 333

7 五香病院 ○ ○ 60 60 120

8 医療法人社団松和会小板橋病院 ○ 慢性期 114 114

9 松戸ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 ○ ○ ○ 回復期リハビリテーション 180 180

10 医療法人社団誠馨会新東京病院 ○ ○ ○ ○ ○ 42 388 430

11 社会医療法人社団木下会千葉西総合病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 393 227 60 680

12 医療法人社団鼎会三和病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 50 50

急性期から在宅までを繋ぐ体制を
強化するため、地域医療機関と協
力し在宅療養支援病院となってお
り、2019年度は50床のうち数床を
地域包括ケア病床として運用する
方針。

13 医療法人社団ときわ会常盤平中央病院 ○ 54 54
将来、追加で配分がある場合、150
床まで増床することを検討予定

14 医療法人社団青嶺会松戸整形外科病院 ○ 60 60

15 医療法人財団松圓会東葛ｸﾘﾆｯｸ病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

透析患者の受け入れを強化し
ていく。また災害時は、透析
患者の受け入れ拠点となるよ
うにする。

56 39 95

【変更前】急性期60、慢性期35
地域の透析患者の増加に伴い、そ
の受け入れをするため(2021)

16
医療法人社団ｵｰｹｰｴﾑ会ｵｰｸｸﾘﾆｯｸﾌｫｰﾐｽﾞ病
院

○ 47 47

17 日本大学松戸歯学部付属病院 ○ ○ 歯科診療を主とする医療機関 31 31

18 医療法人社団寿光会松戸牧の原病院 ○ 180 180

19 医療法人社団江陽会江陽台病院 ○ 慢性期 149 149

20 医療法人社団ますお会柏の葉北総病院 ○ ○ ○ ○
看取り・終末期

120 120

21 医療法人社団曙会流山中央病院 ○ ○ 6 150 156

22 医療法人財団東京勤労者医療会東葛病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 220 82 56 366
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23 医療法人社団愛友会千葉愛友会記念病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 143 83 42 268

24
医療法人社団曙会流山中央病院附属泉ﾘﾊ
ﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院

○
回復期リハビリテーション病
院として運用、在宅復帰への
支援

70 70
2019年から段階的に35床開設し
2020年1月にはフルオープン予定

25 医療法人社団創造会平和台病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
回復期リハビリテーション病
棟及び地域包括ケア病棟によ
る回復期機能

106 78 184
40床廃止済(2018年)

26 我孫子つくし野病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 53 30 83

27 ｱﾋﾞｺ外科整形外科病院 ○ ○ 整形、リハビリ等 28 28

28 医療法人社団太公会我孫子東邦病院 ○

泌尿器科疾患

100 100

2床廃止済(2018年)

※2022年変更
【変更前】急性期153

既存病院の老朽化のため、耐震化
を考慮し移転を計画。現在許可病
床140床の内、休床42床、稼動病床
98床の2病棟(13対1)の
看護体制であり、移転後は2病棟
100床での稼働を計画しているた
め。

29 医療法人社団康喜会東葛辻仲病院 ○ 消化器（胃腸） 56 56

30 医療法人社団聖和会天王台消化器病院 ○ ○
消化器専門病院

43 43
2床廃止済(2017年)

31 医療法人社団聖仁会我孫子聖仁会病院 ○ ○ ○ 70 98 168

32
社会医療法人社団蛍水会名戸ヶ谷あびこ
病院

○ ○ ○ ○ ○ ○ 131 131

今後は小児救急を始めあらゆる救
急医療に対応する体制の構築に加
え、在宅医療について専門チーム
を立ち上げ、周辺地域の診療所や
事業所との連携を図りながら更な
る地域の医療活動に貢献してい
く。

33 医療法人社団福聚会東葛飾病院 ○ 慢性期機能 99 99

34 医療法人社団真療会野田病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 96 45 51 192 5床廃止済(2018年)

35 ｷｯｺｰﾏﾝ総合病院 ○ ○ ○ ○ ○ 129 129

36 医療法人社団喜晴会野田中央病院 34 34

37 医療法人社団圭春会小張総合病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14 290 46 0 350 慢性期104→0 増床辞退 (2020年)

38
国立研究開発法人国立がん研究ｾﾝﾀｰ東病
院

○ 427 427

※2022年変更
【変更前】高度急性期425

国立研究開発法人として医薬品・
医療機器開発治験の実施は国の政
策として重要なミッションであ
り、既承認の放射性医薬品を実施
するのみならず、開発治験を主導
的に実施しなければならない立場
にある。国内には国際的なレベル
で治験を実施できる体制が整備さ
れている施設は他になく、当院に
おいて急増する放射性医薬品の治
験に対応できるRI専用病床を拡張
することは、国民に速やかに有効
ながん治療薬を届ける上で喫緊の
事項であるため。

39 柏市立柏病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 200 200

40 医療法人社団天宣会北柏ﾘﾊﾋﾞﾘ総合病院 ○ ○
認知症

109 38 147 ○

41 医療法人巻石堂病院 ○ 40 40

42 医療法人深町病院 ○ ○ ○ ○ 85 85
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43 社会医療法人社団蛍水会名戸ヶ谷病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 288 300

現在300床の開設許可病床数です
が、平成31年12月に新築移転予定
であり移転後に300床の開設予定で
あります。

○

44 医療法人社団博恵会柏南ｸﾘﾆｯｸ 0 0

【変更前】慢性期19
令和1年10月1日に有床診療所19床
を介護医療院19床に変更済。

45 東葛医療福祉ｾﾝﾀｰ光陽園 ○ 障害児（者） 88 88

46 医療法人社団聖秀会聖光ヶ丘病院 ○ 131 88 219

47 医療法人社団葵会柏たなか病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

「予防医学」と「リハビリ」
等の充実を図り、高齢者が健
康で安心して生活できるお手
伝いをさせて頂きます。

134 60 318 512

慢性期病棟318床のうち、20床を急
性期病棟から移行し、106床を同法
人の柏たなか病院から移動しま
す。（2020年8月）
同法人が運営する柏リハビリテー
ション病院は最寄駅から遠く、ア
クセスが問題であった。当院はア
クセスもよく、急性期機能も充実
しており、より患者や家族にとっ
て最適な医療を提供できるため。

48 医療法人聖峰会岡田病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 95 67 162

49 医療法人社団誠高会おおたかの森病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

化学療法及び緩和ケアの充
実、肝炎及び肝硬変に対する
専門的医療、難病医療、虚血
性心疾患や大動脈解離、消化
管出血等に対する常時受入体
制を強化していきます。

126 114 42 282

平成28年度に48床の病床配分を受
け、現在増築準備中、平成31年1月
着工予定です。

50 医療法人社団康喜会辻仲病院柏の葉 ○ ○
化学療法や緩和ケアの充実を
強化していく。 150 150

10床廃止済(2017年)
院内機能強化のため26床減少(2019
年)

51
医療法人社団葵会千葉･柏ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病
院

○ ○ ○ ○ ○ 60 150 210
慢性期病棟256床のうち、106床を
同法人の柏たなか病院へ移動しま
す。（2020年8月）

52 医療法人社団協友会柏厚生総合病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

糖尿病センター（2018年4月
～）、人工関節センター
（2018年8月～）、心臓外科開
設予定（2019年4月）

286 134 420

※2022年変更
【変更前】
・高度急性期191
・急性期95
・回復期134

脳外科、心臓外科、循環器内科医
師の入職に伴い救急搬送された患
者様への急性期治療を担ってい
る。年間の全身麻酔での手術件数
が2,000件を超え、救急搬送患者も
年間6,000件を超える。緊急入院や
緊急手術件数も軒並み増加し、急
性期病棟の診療密度が4,000点を超
えるため、当院では、高度急性期
病棟としての稼働が妥当であると
評価した。

53 東京慈恵会医科大学附属柏病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 664 664

54
医療社団法人満葉会 くぼのやウィメン
ズホスピタル

○ ○ ○
婦人科、麻酔科

40 40

55 医療法人社団康知会富岡産婦人科医院 ○ 18 18

56 医療法人社団実幸会いらはら診療所 ○ ○

急性期を経過した術後等の患
者へのリハビリテーションの
実施、在宅患者の急変時の対
応、看取り、レスパイト

19 19

57 医療法人社団湯原産婦人科医院 ○ 7 7

58 川﨑ﾚﾃﾞｨｰｽｸﾘﾆｯｸ ○ 周産期を除く婦人科疾患 3 3

59 おおたかの森ｳｨﾒﾝｽﾞｹｱｸﾘﾆｯｸ ○ 12~15 12~15

【診療所】
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60 医療法人社団健正会南流山ﾚﾃﾞｨｽｸﾘﾆｯｸ ○ 15 15

61 ｱｲﾚﾃﾞｨｰｽｸﾘﾆｯｸ ○ 8 8

62 医療法人緑生会あびこｸﾘﾆｯｸ ○ 19 19

63
公益財団法人ﾆｯｾｲ聖隷健康福祉財団松戸
ﾆｯｾｲ聖隷ｸﾘﾆｯｸ

○ ○ ○ ○ 19 19

64 医療法人社団順裕会ｸﾘﾆｯｸｿﾜﾆｴ ○ ○ 0
病床廃止済(2018年)
【変更前】休棟等10

65 医療法人社団洗心島村ﾄｰﾀﾙ･ｹｱ･ｸﾘﾆｯｸ ○ ○ 19 19

66 医療法人社団奈真会山口眼科 ○ 2

67 大川ﾚﾃﾞｨｰｽｸﾘﾆｯｸ ○ 婦人 19 19

68 医療法人社団開智会高木ｸﾘﾆｯｸ ○ ○ ○ ○ ○ 消化器疾患（良性を含む） 0
病床廃止済(2019年)
【変更前】休棟等2

69 医療法人財団松圓会東葛ｸﾘﾆｯｸ松戸 ○
透析患者の受け入れを強化し
ていく 19 19

70 池松武之亮記念ｸﾘﾆｯｸ ○ (3) (3)

2025年の機能別見込み病床数は未
回答(括弧内はH29病床機能報告で
回答があった「6年後(2023年)の予
定機能」)

71 医療法人社団昌擁会柏ﾌｫﾚｽﾄｸﾘﾆｯｸ 0 0

【変更前】慢性期19
以前より入院稼働率が低く、直近
では0％であり、医師、看護師の配
置が難しくなった。また、新型コ
ロナウイルス感染症の対応によっ
て外来、透析室のスペースが狭い
ことから、感染対応をスムーズに
するため病床を2021年1月22日に廃
止し、以後は更衣室、倉庫の用途
で使用する(2021年報告)。

72
医療法人社団ｴﾀｰﾅﾙｳｯﾄﾞ会森永胃腸科外
科

○ 16 16

73 小竹産婦人科医院 ○ ○ 8 8

74 医療法人社団四季ｳｨﾒﾝｽﾞｸﾘﾆｯｸ ○ 15 15 開設者変更(2018年)

75 上笹医院 0 0
【変更前】慢性期18
入院病床廃止のため

76 医療法人社団健生会杉崎ｸﾘﾆｯｸ ○ ○ 1 1 11
【変更前】急性期12
分娩に従事する従業員の確保が難
しくなったため

77 遠藤産婦人科医院 ○ 産婦人科外来 廃止済(2017年)

78 医療法人社団天宣会梅郷整形外科ｸﾘﾆｯｸ ○ 13 13

79 医療法人社団桃和会門倉医院 病床廃止済(2018年)

80 川間太田産婦人科医院 ○ 今後の事については未定です 10 10
注1) 「補助金活用予定」欄については、回復期リハビリテーション病棟等整備事業（回復期リハ、地域包括ケアへの転換）又は地域中核医療機関整備促進事業（地域の中核となる公的医療機関等のみ対象）の活用を検討している（又は現在補助を受けている）医療機関に○をつ

けています。


